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GIGAスクール構想のもとでの理科の指導について



（１）ＩＣＴを活用する際に求められる観点

・理科の学習においては、自然の事物・現象に直接触れ、観察、実験を行い、課題の把握、情報の収集、処理、一般
化などを通して科学的に探究する力や態度を育て、理科で育成を目指す資質・能力を養うことが大切である。

・観察、実験などの指導に当たっては、直接体験が基本であるが、指導内容に応じて、適宜コンピュータや情報通信ネッ
トワークなどを適切に活用することによって、児童生徒の学習の場を広げたり、学習の質を高めたりすることができる。

GIGAスクール構想のもとでの理科の指導において
ICTを活用する際のポイント

「観察、実験の代替」としてではなく、理科の学習の一層の充実を図るための有用な道具とし
てＩＣＴを位置付け、活用する場面を適切に選択し、教師の丁寧な指導の下で効果的に活用す
ることが重要。

（２）理科の特質に応じたＩＣＴ活用
例えば・・・
・観察、実験のデータ処理やグラフ作成 → 規則性や類似性を見いだす
・カメラとICT端末の組合せ → 観察、実験の結果の分析や総合的な考察を裏付ける
・センサを用いた計測 → 通常では計測しにくい量や変化を数値化・視覚化して捉える
・シミュレーション → 観測しにくい現象を分析したり、検証したりする
・情報の検索 → 探究の過程や問題解決の過程で必要となる情報を取得する
・クラウド上で共有 → 各班の実験結果を比較したり、児童生徒がそれぞれが行った考察を交

流したりする



理科においては、課題の把握（発見）、課題の探究（追究）、課題の解決という探究の過程を通じた学習活動を行
い、それぞれの過程において、資質・能力が育成されるよう指導の改善を図っていくことが必要である。
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自然事象に対する気付き

仮説の設定

検証計画の立案

観察・実験の実施

結果の処理

考察・推論

表現・伝達

見通し

振り返り

中学校・高校の学習過程例
（探究の過程）

課題の設定

小学校の学習過程例
（問題解決の過程）

「探究の過程」も「問題解決の過程」も基本的には同じ流れである。

自然事象への気付き

問題の設定

予想や仮説の設定

検証計画の立案

観察、実験

結果の処理

考察

結論の導出


